



























































組織の事例を検討する。Ａ組織は、前期中等教育学校 1 校、初等教育学校 3 校、幼児学校 1 校で構
成される、およそ児童生徒数 1000 人規模の組織である 5。同コムーネでも外国出身世帯が多く集住
するＮ地区に立地する。児童生徒全体の約4割が外国出身か外国出身の親をもち、しばしば言語的・




















































2016/17 年度の週間スケジュールは下表のとおりで、2016 年の 10 月から 1 年間の休暇を除く凡そ
8 か月間ほぼ毎週実施される。
表１．SCUOLA APERTA の週間計画
月 火 水 木
Ｄ校 スポーツ 音楽 ダンス
Ｓ校 音楽 スポーツ
Ｃ校 音楽 スポーツ
Ｒ校 演劇 ダンス 音楽
出典：学校提供資料より筆者作成。
　募集案内にみる参加費（概算）は、Ｄ校、Ｓ校、Ｃ校で 15 名の場合に 1 人年間 242 ユーロ、25
名の場合に 222 ユーロ、Ｒ校で 15 名の場合に 1 人年間 266 ユーロ、25 名の場合に 246 ユーロで、








































































された。現在、1953 名の会員を有する。学校での音楽普及活動は 2014 年から展開している。代表

































































後教室担当 2 名は、ダンスと音楽を担当する 20 代後半と 60 歳代後半である。前者は大学の法学部
に在籍中で、控訴裁判所の研修生として年間 10,000 ユーロ程度の収入を得ている。後者はフリー
ランスで活動する（Ａ組織の放課後教室もこれに当たる）ほか、社会的アソシエーションでも活動




　この 2 名に対し、質問紙調査で記述回答式の質問のほか、以下 9 項目のモチベーションと満足度
を 6 件法（0．まったくない、1．ほとんどない、2．わずかしかない、3．どちらかというとある、
4．十分にある、5．かなりある）で尋ねた。
　項目 1「活動そのものの価値」で 2 名とも評価が高く（2 名ともモチベーション・満足度のいず




2「学歴を活かす」、項目 3「資格の活用」、項目 4「経験を活かす」でも、2 名ともに満足度を 4 ～
5と高く評価し、とりわけ1名は、2・3において満足度をモチベーションよりも1段高く評価した。
項目 7「謝礼」については 2 名ともモチベーション・満足度ともに 3 と、他の項目に比して低く評
価している。項目 8「今後の雇用機会」では、2 名とも共通してモチベーションを 5 と評価しつつ












２時間の企画準備）を上回るが、ひと月の収入は手取りで 700 ～ 780 ユーロと、初等学校のキャリ





























































































































第 53 回大会、東京大学 2017 年 6 月 23-25 日（一般発表・個人）で報告したものを、加筆修正し
て新たに整理したものである。
（1）   髙橋春菜「イタリア公教育における学校外教育の位置づけの変容―1985 年版と 2012 年版の国の指針の内容分
析からＥＵの影響に着目して」『東北大学教育学研究科研究年報』第 63 集、第 1 号、2014 年、221-244 頁。
（2）   髙橋春菜「ボローニャの「地域教育サービス拠点」（ＳＥＴ）の起源を尋ねて―コムーネ独自の学校教育政策




（5）   このように幼児学校から前期中等学校の複数校を 1 つの管理運営母体のもとに管轄する組織形態は、とりわけ












（8）   地域のミュージアム及び公共図書館との連携の詳細は以下を参照。髙橋春菜「第 20 章 知の工房としての公共
図書館」、土肥秀行・山手昌樹（編著）『教養のイタリア近現代史』ミネルヴァ書房、2017 年、295-308 頁。
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